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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年10月9日(2014.10.9)

【公開番号】特開2013-54202(P2013-54202A)
【公開日】平成25年3月21日(2013.3.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-014
【出願番号】特願2011-192124(P2011-192124)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/167    (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/167   　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｇ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｆ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｕ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６６０Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月26日(2014.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に電気泳動粒子を含む電気泳動素子を挟持し、少なくとも第１色と第２色
を表示可能な画素を有する表示部を含み、一方の前記基板と前記電気泳動素子との間に前
記画素に対応する画素電極が形成され、他方の前記基板と前記電気泳動素子との間に、複
数の前記画素電極と対向する共通電極が形成された電気泳動表示装置の駆動方法であって
、
　前記表示部の表示画像を第１の画像から第２の画像に更新する画像更新工程と、
　前記画像更新工程の前に予備表示画像を表示する予備表示工程と、を含み、
　前記予備表示工程は、
　前記第２の画像が、前記第１色および前記第２色の一方が２画素以上隣り合って配置さ
れない面積階調領域を含む場合に実行される電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記画像更新工程は、
　前記第２の画像を反転表示する反転更新工程と、
　前記第２の画像を正転表示する正転更新工程と、を含む電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像を反転表示する反転予備工程と、
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　前記予備表示画像を正転表示する正転予備工程と、を含む電気泳動表示装置の駆動方法
。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として市松模様を用いる電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として縦２画素、横２画素で前記第１色の画像と、縦２画素、横２画
素で前記第２色の画像とを、縦方向および横方向で交互に並べた市松模様を用いる電気泳
動表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として千鳥格子を用いる電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として単一色画像を用いる電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として前記第２の画像を用いる電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　請求項２に記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記画像更新工程および前記予備表示工程は、
　前記共通電極に第１の電位と第２の電位とを繰り返す駆動パルス信号に基づく電圧を印
加し、複数の前記画素電極のそれぞれに前記第１の電位および前記第２の電位のいずれか
を印加し、前記画素電極と前記共通電極との間に生じた電界によって前記電気泳動粒子を
移動させることで前記表示部に画像を表示し、
　前記予備表示工程は、
　前記予備表示画像として反転させた前記第１の画像を用い、
　前記駆動パルス信号に基づく電圧を印加する時間が、前記正転更新工程において前記駆
動パルス信号に基づく電圧を印加する時間よりも短い電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の電気泳動表示装置の駆動方法において、
　前記画像更新工程の前に、前記予備表示工程が複数回実行され、
　１つの予備表示工程で表示される予備表示画像は、直前に実行された予備表示工程で表
示された予備表示画像とは異なる電気泳動表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　第１の基板と第２の基板との間に電気泳動粒子を含む電気泳動素子を挟持し、少なくと
も第１色と第２色を表示可能な画素を有する表示部と、
　前記第１の基板と前記電気泳動素子との間に形成される、前記画素に対応する画素電極
と、
　前記第２の基板と前記電気泳動素子との間に形成される、複数の前記画素電極と対向す
る共通電極と、
　制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、
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　前記表示部の表示画像を第１の画像から第２の画像に更新することと、
　前記第２の画像が、前記第１色および前記第２色の一方が２画素以上隣り合って配置さ
れない面積階調領域を含む場合に、前記画像を更新する前に予備表示画像を表示すること
と、を実行する、
　電気泳動表示装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の電気泳動表示装置を含む電子機器。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の電気泳動表示装置を含む電子時計。
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